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1 はじめに

前回からの課題として，実際に大規模シミュレーショ

ン支援システムに各種データベース機能を実装していく

こと，JAVAでのWebサービス環境の構築と XMLの
取り扱いについての学習などがあった．

日本原子力研究所にあるPcube支援システム（Pcube：
光量子シミュレーションに用いられる高出力レーザー実

験）は，DBMSにOracleを用いている．現在開発中の
大規模シミュレーション支援システムも，第一目標とし

て Pcube支援システムと同じ機能を持たせることが挙
げられているが，未だデータベースは未実装であり，早

急なデータベースの実装が不可欠である．

2 データベースアクセス

Fig. 1に示すように，Control Serverから DataBase
Serverへのアクセスは全て SOAPによる通信を用いて
行われる．その際，引数としてXMLファイルを指定し，
SOAPメッセージとともに指定されたXMLファイルを
DataBase Serverへ転送する．DataBase Server側では，
転送されたXMLファイルを解析して SQL文を生成し，
JDBCを用いてDBMSに処理を投げる．SQLの実行結
果は再びXMLファイルに格納され，SOAP通信の戻り
値として Control Serverに返される．

　

Fig. 1 SOAPを用いたデータベースアクセス

2.1 ファイル転送方法

上述のような方法を用いてデータベースアクセスをす

る場合には，XMLファイルを転送しなければならない．

現在本研究で用いている SOAPのフレームワークであ
るApache AXISには，SOAP with Attachmentという
SOAPメッセージにバイナリファイルを添付して送る機
能が実装されている．

しかし，SOAP with Attachmentに関しては，現在
W3Cの勧告に至るまでの 5段階のステージのうち 2段
階目のワーキングドラフトであるということ，および資

料の少なさを考慮して，今回は用いていない．現状とし

ては SCPでファイル転送をおこなっているが，将来的
には SOAP with Attachmentの実装も検討する．

3 DBMSの移行

Pcube 支援システムのテーブル設計を参考にし，各
テーブル，参照整合性，制約，インデックス，シーケン

スなどを定義した．一部，テーブル設計で参照整合性が

失われている箇所があり，日本原子力研究所と相談の上

で修正した．また，外部キー制約で関連付ける際に，関

連付ける 2 つの属性のデータ型が違っている箇所もあ
り，この問題に関しては，検討中である．

現在稼動中のPcube支援システムのDBMSにはOra-
cleが使われているが，大規模シュミレーション支援シス
テムではDBMSにPostgreSQLを用いることが決定して
おり，データ型の検討なども行った．具体的には，Oracle
のNUMBER型と PostgreSQLのNUMERIC型，Ora-
cleの VARCHAR2型と PostgreSQLの VARCHAR型
を関連付けた．PostgreSQLのVARCHAR型は 4000バ
イトまでしかサポートしていないが，Pcube支援システ
ムではその範囲ないに収まるため，今回は VARCHAR
型とした．今後 Pcube支援システム以外のシュミレー
ションシステムを考える場合には，検討しなければなら

ない．

4 今後の課題

引き続き，大規模シュミレーション支援システムの

データベース実装を行う．今後はWebインタフェース
開発者との共同作業になるため，作業の切り分けを明確

にする必要がある．
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